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 メッセージ 
 

山口県長門市仙崎。金子みすゞ記念館は海に囲まれた落ち着いた街並みの中にある。仙崎は古くから漁師町とし
て栄え、近年では近くの海沿いにセンザキッチンという全国の道の駅ランキングでも上位に入る有名な道の駅が誕
生し賑わっている。記念館は、昔ながらの風情を残す街並みの中にあり、本屋を営んでいた金子みすゞさんの生家
である。みすゞさんの部屋や当時の建物、庭を再現するなど、館内に入ると、まるで金子みすゞさんが生きていた
大正末期にタイムスリップしたかのような気持ちになった。 

 

金子みすゞは、明治 36年大津郡仙崎村(現在の長門市仙崎)に生まれました。

彼女が童謡を書き始めたのは２０歳の頃からでした。４つの雑誌に投稿した作

品が、そのすべてに掲載されるという鮮烈なデビューを飾ったみすゞは、『童

話』の選者であった西條八十に「若き童謡詩人の中の巨星」と賞賛されるなど

めざましい活躍をみせていきました。ところが２６歳という若さでこの世を去

ってしまいます。こうして彼女の残した作品は散逸し、いつしか幻の童謡詩人

と語り継がれるばかりとなってしまうのです。それから５０余年。長い年月埋

もれていたみすゞの作品は、児童文学者の矢崎節夫氏（現金子みすゞ記念館館

長）の執念ともいえる熱意により再び世に送り出され、今では小学校｢国語｣全

社の教科書に掲載されるようになりました。天才童謡詩人、金子みすゞ。自然

の風景をやさしく見つめ、優しさにつらぬかれた彼女の作品の数々は、２１世

紀を生きる私たちに大切なメッセージを伝え続けています。 

（金子みすゞ記念館 HPより抜粋） 

 

館内にはたくさんの作品が展示されていた。命のこと、心のこと、他と違うことのすばらしさなど人として大切
なことを美しいことばで歌っている。小学校時代は、クラスのみんなに好かれ、１年から６年まで級長をつとめて
いた。本好きでおとなしそうな印象を受けがちであるが、仙崎のゆたかな自然の中で、いろいろなことに興味をも
ち、友だちと仲よく元気に遊ぶ少女時代を過ごしていたという。今では観光客も多く訪れる地ではあるが、その空
間からはたくさんの温かいメッセージを受け取れる。金子みすゞさんが観てきた美しい景色となにげない日常、そ
して、優しく温かな気持ちに触れることができた。 
あらためて金子みすゞさんの作品に目を移す｡市の川小学校で使われている３年生の国語の教科書である。「わた

しと小鳥とすずと」のタイトルが、最後に「すずと、小鳥と、それからわたし」の順番が変わっていることに気づ
く。自分以外の存在の大切さを表現した作品とも考えられる。「いいところ」は「できない｣の裏に隠れているとい
うことも感じる。今日から２学期が始まった。それぞれの思いをもって登校した児童たち。仲間のよさに気づき、
かけがえのないこの時間を大切にしてほしい。そして、自分のよさ、友達のよさをたくさん見つけてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年９月１日   東松山市立市の川小学校長 澤田 貴雄 

                ℡０４９３‐２４‐１０２５ 

市の川小プライド 『あいさつ 返事 清掃 読書 歌声』 

認知症サポーター養成講座【５年生  ７月１日(水)】 
             東松山市地域包括支援センター、年輪福祉ホーム地域包括支援センターの方々にご来校 

いだきました。認知症の症状や認知症の方にどのように接したらよいのか、お話やロール 
プレイングを通して学びました。認知症の人にやさしく接するための基本姿勢として、 
①おどろかせない ②いそがせない ③心を傷つけない についても学びました。 

 
 
 
 
 

音楽朝会（３年生）の発表［全校 ７月１日（水）］  
３年生の発表を全校児童で鑑賞しました。「とどけよう このゆめを」の曲をリコー 

ダーの演奏とともに、明るく元気のよい声で発表してくれました。３年生は、この日の 
ために、たくさんの時間をかけ準備を進めてきました。「あさひがわらってる そらた 
かくかがやいて」の歌詞のとおり、児童たちが輝いて見えました。 

 
 

 
 

わたしと小鳥とすずと     

金子みすゞ 

わたしが両手をひろげても、 

お空はちっともとべないが、 

とべる小鳥はわたしのように、 

地面をはやくは走れない。 

 

わたしがからだをゆすっても、 

きれいな音はでないけど、 

あの鳴るすずはわたしのようにた

くさんなうたは知らないよ。 

 

すずと、小鳥と、それからわたし、 

みんなちがって、みんないい。 
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９月の行事予定 

１(火)始業式 ３時間授業  
２(水)避難訓練 ３時間授業   
３(木)通常授業開始 給食開始 委員会活動 
   発育測定（高学年）  
４(金)ＰＴＡ運営委員会 発育測定（中学年）   

５(土)                      
６(日)                      
７(月)６時間授業（３年生以上） 

発育測定（低学年 あすなろ）                        
８(火)教育相談日                     
９(水)たてわり活動 ノーゲームデー 
10(木)クラブ活動                                                     
11(金)フレンドスクール                       
12(土)                     
13(日)                      
14(月)                   
15(火) 
 

16(水)修学旅行(６年生)  
17(木)修学旅行(６年生) クラブ活動                   
18(金)宿泊学習説明会 フレンドスクール                                          
19(土)                      
20(日)                          
21(月)敬老の日                 
22(火)国民の休日                       
23(水)秋分の日                      
24(木)６時間授業（５，６年生） 
25(金)フレンドスクール  

26(土)ＰＴＡ除草作業                
27(日)                        
28(月)音楽朝会(２年生) 
29(火)学校課題研究（授業研究会） 
30(水)月曜時間割 4 年生出前授業（近代美術館） 
【１０月】 
１(木)委員会活動 
２(金)３年生社会科見学（ベルク）  フレンドスクール                                                       

修学旅行説明会［６年生および保護者   ７月１０日（金）］ 

今年度は、夏休み明けの９月１６日(水)、１７日(木)で実施されます。各クラスとも 

グループが確定し、班別行動の見学地やレクの準備など楽しみながら準備を進めていま 

す。鎌倉、箱根は歴史的に魅力があり、神社仏閣、史跡、武家政権を支えた人達にも触 

れてきたいと思います。児童たちにとって思い出深い行事となるよう準備を進めてまい 

ります。 

サマーキャンプ[７月３０日(木)]  

比企郡市集会所サマーキャンプが、ときがわ町木のむらキャンプ場で開催されました。 

この事業は豊かな自然に親しみ自然を大切にしようとする心情を養うとともに、友達との 

共同作業や交流活動、他校の新しい友達との仲間づくりなどを目的としています。市の川 

小学校からは１３名の児童が参加し、他校の児童生徒たちと共にオリエンテーリングやニ 

ジマスのつかみ取りなどを楽しみました。 

 
 県硬筆中央展（県展） 

特選賞【小２】〇〇〇〇   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校外学習［４年生 ７月８日（水）吉見浄水場、県防災学習センター等]  

吉見浄水所では、荒川から取り入れた水を、薬品や、ろ過、消毒などを行い安心して飲 

める水になるまでの流れを学習しました。防災学習センターでは、地震体験や消火訓練な 

ど体験学習をとおして学ばせていただきました。暑い日でしたが、皆熱心に学習に取り組 

んでいました。 

 

保護者のみなさまへ 〈 茶髪・奇抜な髪形等について 〉 

夏休み明け、児童の中には髪の毛を染めたまま登校してきたり、奇抜なほど髪の毛をいじってみたり、爪にマニキュア

を塗ってきたりなど夏季休業中の私的な活動の延長で登校してきている児童がいます。学校としても、中学校進学時に、

ルールの違いから学校生活に馴染めなかったり、不審な人物から声をかけられたりなど、児童が思わしくない姿になって

しまうことを心配しています。また、小学生という義務教育の時間は表面的な姿に時間をかけるのではなく、社会に出て

からも自信を持って活躍できるように、ルールを大切にし、学習や友人関係、そして様々な取り組みに真摯に向かってい

ける心を育てる、自分磨きが大切であると考えております。保護者の皆様、お子様の健やかな成長のためにご協力をお願

いいたします。                                      校長  澤田 貴雄 

 

 

 

 

 


